
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告人の上告理由について。

　所論指摘の「いずれの組合においても人形の販売を営んでいるものでない以上云

々」の原判示に所論のような欠点があるとしても、原判決が確定した事実関係のも

とにおいては、被上告人に不正競争の目的を有することの証明がないとした原審の

判断は結局において正当であるから、右原判示を非難する論旨は、判決に影響を及

ぼすべき違法をいうものでないこと明らかである。また、所論は、上告人のした証

人六名の証拠調の申出に対して一名しか採用しなかつた原審の措置を非難するが、

記録に照らせば、右採用されなかつた五名の証拠調はいわゆる唯一の証拠方法とは

認められないから、所論は原審の裁量に委ねられた証拠申請の採否を云為するにす

ぎない。その他の論旨も、いずれも、原審のした証拠の取捨判断および事実の認定

を非難するか、もしくは独自の法律的見解を主張するにすぎないから、採用に値し

ない。

　よつて、民訴法四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員の一致で、主文の

とおり判決する。
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